
●実施詳細２   各会場状況－（８）芦屋市   防災キャンプ             実績報告書１１ 
 

■開催趣旨                             ■プログラム運営チーム 

 もし災害がおこって避難生活を強いられたとき、地域の人と協力し、   講師（語り部） 芦屋市子ども会連絡協議会 守上三奈子 

 限られたモノや道具を工夫しながら、とりあえずの生活を送るため    スタッフ・記録 子ども会防災リーダー 青年リーダー６名 

スキルやマインドを養うキャンプの実施                浜風地区小地域福祉ブロック会議実行委員・防災士 ２０名 
                                                                      

                                  ■会場の様子  

■期日                                

 ２０１６年１０月２２日（土）１６：００～２０：００（４時間）    

                                   

■会場                                

 芦屋市浜風小学校 体育館  

                                   

■参加者 

１２９名 （子ども７３名、子ども会育成者２６名、防災士７名 

小地域福祉推進員１２名、消防士１名、校長先生１名、          語り部        災害時に役立つ技を見る 

地区社会福祉協議会３名、青年リーダー６名）    

■概要                                   

 被災生活に負けない心と技を培う機会として、ダンボールを利用した 

寝床づくりやみんなで協力して非常食の調理、食事をすることを通じ、 

もしもの避難生活を送るための知恵と工夫を身につけた。 
                                     

■実施スケジュール                           
 

 

 

災害時に役立つ技をみがく  災害のりきりごはんを食べる 
 

■ 防災キャンプに参加してのこどもたちの感想 
 

 時 間 内 容 

 

１６：００ 

１６：３０ 

１７：３０ 

 

災害時に役立つ技を見る・技を磨く 

 

・ダンボールで避難所づくり 

・非常食調理＆試食 

・防災絵本読み聞かせ 

・阪神・淡路大震災の体験談 

・避難経路を考えよう 

 ・ダンボールで敷居をたてたり、ベッドをつくったり、 

  難しそうだったけど、案外簡単ですぐにできた 

 ・アルファ化米はお湯を入れるだけで、いつも食べてる 

  ご飯とおなじくらいおいしかった 

 ・体育館は広く見えたけどみんなで食べる場所をつくると 

  いっぱいになった  

  

  


